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 One of the main causes for the error of LOP by astronomical navigation is miscalculation. 
The authors investigated the percentage of the occurrence of miscalculation and the steps 
of such miscalculation. The subjects of this study were the cadets of the trainning ship 
Nagasaki-maru, consisting of 11 juniors (A class) and 7 postgraduate students (B class) of 
Faculty of Fisheries, Nagasaki University. The data were obtained from their practice note 
of astronomical navigation on their trainning cruise from August to October in 1974. 
 As the result, although there are some differences between the two classes and by the 
observed celestial spheres, sun and stars, the average percentage of their miscalculation was
unexpectedly as high as 40～50%, and considerable discrepancies were noted among
individuals in the same class. More than about 60% of miscalculation occurred in the step 
of altitude calculation where the nautical astronomical table is used frequently. 
 Generally, they showed a tendency to try only to reduce the time of calculation and to 
neglect its exactness.
天文航法 におけるLOPに は種 々の誤差が含まれ るが,理 論的に解 明され た誤差や使用す る天測暦,計 算表
の誤差はそれほど大 きく影響 しない。 その反面人手によ って行なわれ る,高 度測定の技術 の巧拙や,天 測計
算,位 置記入 などの誤 りは,そ の精度如何によ って は測得LOPが 利用 出来ない ほどの大 きさとな る1)。 それ
だ けに,い わゆる天測の技術の向上 には高度 測定 と計算記入の両面 に習熟 す ることが不可欠 である。
著者等は,本 学部練習生の天測における計算面 での誤 りについて調べ,2,3の 知見 が得 られ たので報告す
る。
方 法
資料:本 学 部練習船長崎丸の第67次 練習航海における練習生の天測実習 の資料を主 として用い,熟 練者 の資
料 も一部参考に した。
練習生 は海技 コー ス三年次生(Aク ラス)11名 と専攻科生(Bク ラス)7名 で あり,前 者 の うち水産高校 出
身者 の一部3名 と専攻科生 は約3～4ケ 月の航海実習を終え,天 測の経験 を してお り,技 術面で は未熟なが ら
も,計 算方法 には習熟 しているとみ られる2)。 その他 は,数 回の計算演習によ り一応計算方法を理解 してい る
が,は じめて練習航海 にのぞむ者で ある。
整理方法:各 人が,実 際 に測定 し,計 算 を行 ったときのデ ータをそのまま用 いて再計算 した。その際 に人手
によれ ば再び誤 りを生ず ることが考 え られ るので,米村表 の原式に従い,本 学電子計算機室 のFACOM270-



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































N 339 327 358 1024Aclass
唐浮試宸唐狽≠ M，C 195 180 149 524
N 147 98 136 3813claSS
唐浮氏{star M，C 73 43 48 164　　　．
Fig．　2．　Rate　of　miscalculation　by　class　and　by　the　term　of　cruise
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の練習 も必要であろ う。
船酔 い度 と作業能 力 との間 には密接な関係が あり4)天 測計算 において もその影響 が大 きいと考え られ るか ら
その度合について も調査 した。 しか しなが ら全航程 を通 じて好天 にめ ぐまれ たため,船 酔す るもの はほ とんど
な く,誤 りの発生 との関係については明確 に し得なか った。
5.計 算 の確 度
実用上の観点 か ら高度0、9′以下,方 位角0.9゜以下を許容範囲 とした場合,平 均70～80%で ある。両 クラスを
通 じ約半数の者 が高度5.0′以上,方 位角1.0 以゚上の誤 りの発生率20～30%に 及び,根 本 的な理解度の不足 と計
算態度におけ る慎重性 の欠除が うかがわれる。
一般に練習生 の間 には,計 算の所要時間が短かい ことを競 い合 う傾 向があ る。算 出 した結果に対す る責任 が
ないため,時 間短縮 にばか り重点を置き,精 度 に対す る配慮 に欠 け,微 小部分の取扱 いが粗雑 にな るもの と考
え られ る。
天測船位 の精度 は,高 度測定技術 と計算精度 によ って左右 され るか ら常に慎 重な計算態度が必要であ る。近
年,航 海士の労 力節減や,計 算の簡便化のために,新 造船には種 々の コンピュー タの導入が進め られてい るが
経費の問題 もあ って普及度 は低い。天測計算上 の誤 りの解消のためにも非常に有効 であ り,時 間短縮に もな る
ので,小 型の簡便 で しか も安価な計算機の開発 と普及が望まれ る。
要 約
手計算におけ る誤 りは当然予想 され ることで はあるが,そ の発生率が意外に高い。 それ は練習を重ね るにつ
れ減少す る一方,慣 れに伴 う慎重性の欠如 も生ず る。
天測船位は,他 の諸原 因による誤差が加 わるか ら,そ の精度が一層低下す る。精度 向上 のために,高 度測定
技術の習熟 と平行 して,計 算 の面で は時間短縮 を図 る前に正確 さ,特 に表値の比例部分 の取扱 いや簡単な加減
算 にお ける慎重性を もっと重視すべ きであ る。
おわ りに,種 々御協力 いたゞ いた長崎丸の矢 田船長,秋 重一等航海士,練 習生諸君,お よび本学部学生下 野
不二雄君に深甚の謝意 を表 します。
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